
皆さん、タバコの値段を知っていますか。あえて知る必要はないのですが、ほとんどが一箱４１０円

で売られています。タバコの事をきちんと知っている人にとっては、その度に４１０円も出して病気にな

るための煙を吸い込むなんて馬鹿げていると思えるのですが、じつは４１０円のうち２６４．４円は税金な

のです。 

 

下図にあるように、その税金による収益は年間２兆円を超えています。だから、タバコを買えば国や

地方に貢献しているように思えます。確かに、タバコを買うだけなら貢献していることになりますが、実

際はそのタバコを吸い続けますから、病気になる人が増えます。すると、その医療費が増え、療養中の

労働力も失うことになります。それに加え、タバコの火による火事や吸い殻の清掃費用などの出費が

加わるので、関連する損失の合計額は６兆円を超えます。 

つまり、一見タバコ税が社会に貢献

しているようでも、本当はタバコのせい

でその３倍もの損失がでているのです。

２兆円の売り上げに対して６兆円の支

出ですから、毎年４兆円の赤字を出し

続けています。 

 

日本のために、なんとかしなければ

ならないと思いませんか。 
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